
∼役場庁舎・消防庁舎建設に向けて∼

村 の わ だ い

6広報かざまうら 令和５年４月号

｢ゼロカーボンシティ宣言」を表明しました

風間浦村は２０５０年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指します！

本村は、令和５年３月１日、脱炭素社会の実現に向けて２０５０年までに二酸化炭素排出量実質

ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ宣言」を表明しました。

今回は、消防庁舎の基本設計について説明します。

新庁舎に対する意見や問い合わせはいつでも受け付けておりますので、庁舎建設担当までお寄せください。

【お問合せ先】

風間浦村役場 総務課（庁舎建設担当） ☎０１７５−３５−２１１１

平面計画

１階には、災害時にいち早く出動できるように消防車両用の車庫と防災拠点として活動できる機能的な

事務室、災害対策室、また衛生的な食堂スペース等を配した設計にします。

２階には、コロナ禍でも職員が安心して休息できる仮眠室と会議室、書庫等を配置します。

財政に配慮した設計に心がけます

訓練塔は建設せず、庁舎に設置可能な小規模の訓練施設を設け、工夫して訓練をすることにより財政に

配慮した設計とします。

村民のみなさんが安心して暮らせるように消防力の強化と救急体制の確立が十分に発揮できる機能を

備えた消防庁舎設計を目指します。

敷地内において様々な訓練が可能で、また有事の際には即時に対応できる体制がとれる

機能を備えたコンパクトな施設構成にします。

ゼロカーボンシティとは

「２０５０年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼ

ロにすることを目指す旨を、首長もしくは地方公

共団体として公表した地方自治体」を「ゼロカー

ボンシティ」と定義しています。
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